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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

本研究では、学習者特性適応技術を電子ブックに適用し、多様なナビゲーションの制御を

行うことで探求学習の支援を行い、その効果検証を行うことを目的とする。  

平成 20年度は、昆虫を対象にした電子図鑑を開発し、２つの機能を実装した。つまり、第

一に、学習者特性に基づいて、ノード間のリンクを開放したり、閉鎖することで、ハイパー

スペースでの「迷子」の危険を回避する機能、第二に、情報を正確に理解し、知識全体の体

系の中にその情報を位置づけることが書籍による学習では主眼となることに着目し、どのペ

ージから学習を始めても学習の始点から終点までが一貫した流れで円滑に行われるよう、ペ

ージ間やチャンク間の移動を制御する機能である。前者については、学習者のニーズに対応

するため、図鑑を自由に閲覧できる図鑑モードと学習参考書のように問題を解きながら読み

進めていく学習モードを選択できるようにした。学習モードにおいては、問題の正解・不正

解に対応してノード間のリンクが動的に制御される。また、学習者が様々な視点や目的から

学習できるよう 5つの検索方法（種類・季節・すみか・ 50音順・昆虫について）を用意し、

学習者が選択した検索方法によってノードの構成順序や階層性が組み変わる仕様とした。後

者の機能については、ノード間の移動を関連した学習項目のみへ移動できるように制御を行

い、さらに、同一階層や異なる階層へ移動しても、最後のページへ辿りつくと、次ページへ

と読み進める「 Nextボ タン」が「戻るボタン」に変化しその基点となるページへ戻ることが

できるナビゲーションを設定した。  

 教材の評価を行うため、 20 名の大学生を対象に、本教材の図鑑モードと web による探求

学習の比較と本教材内の 2 つのモードの効果の比較の 2 つの視点から、事前事後のアンケート

と事前事後テスト、学習履歴をデータとして検証を行い、本教材に一定の有効性を確認することがで

きた。 

 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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